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せんろし ょ ひ ょう もんじがた線路諸標文字型 治線路諸原

に記載する文字の型を，見逃い防止と美観を考え統ーしたもの。

線路諸際の桝造はなるべく簡単で注目 しやす く ，鮒久性のもの

がよいので常通白塗 ・黒告が用いられ， いずれも建築限界に抵触

しない適当な位世に建値することになっている。(伊t血知堅一)

せんろしんさ 線路審査 線路保守の向上，作業能率の改善

ならびに技術の向上をはかるため， 鉄道管PJ!局では保線区ごと

後標。国鉄では甲号と乙号と ll . 線路fII界標 1 2. 停車場区域表
があり ， 甲号は第 1 極以外の

踏切道で交通話;多く必要な箇

所に，乙号は必姿と認める箇

所に~維iする(図ー16) 。

22 踏切警手不在標 昼間

一定時間だけ踏切答手の出務

する踏切で，望書手不在の間通

行者に踏切豊富手がし、ないこと

を標示する。

23 試験 標 各種の試験

中試験箇所にその目的 ・ 突施 メ""

年月日等を明示しておく普氏 、廿i A 

24 トロ旗 トロリー使 1 I司 、
IL"温十h

m区間に対し， 事故または天 I I 
災のため， にわかに列lflを i竹 11' , 線路審査の行われる 11寺 JtJJはだいたい 10 月ごろであって， この

発するとき， または列車の迩 H寺JljJは線路状態の最も整備されたl侍JtJJ となる。(師寺地知l堅一)

13 気笛日大嶋聖子標 14 雪かさ車笹様 せんろせんでい 線路選定 図上あるは地上に，最も良い線

(ウイザ使用萩 iと崎 ) (7'j~';.ニゃ使用禁止繰) 路を選び出して，その線路の設計概要を定めるこ と。鉄道ヰE業
では旅客 ・貨物を輸送するのに最も便利かつ安全で， しかも安

>-〆ベ ト.)"" ..j い建設費で線路を敷設することが望ま しい。この最善の線路を

JOf三 1.門揚吻努Áグ!!'"毒a‘ 、〆 阪F 匂勾岩沼 帯地 、 協 調 は，日本国内の線路網計画 というような大きなものから，線路

~一
15. 車両彼制限界傑

目玉
常

行I1闘停が変るときで， トロリ ー使用に関

係ある場合は， 駅長からトロリ一指jljI者

に通告することになっている。その方法

としてその区間を最も近いl時事1)に迎転す

る列車の機関士，または電車運転土に通

=』=

16 踏切~I軍

団
山

17. トロ m

告を託すこともできる。この場合トロリ 1 一司め

ー使用現場であることを明示するため l-一一..;""

列車通過の際提示する手旗である。 トロ旗は夜間などでは駿!関

士が認めにくいので，これを照明して見やすくする(図ー17). (~~ 

に線路班(または特定分区)を単位として保守状況をしらべて，

優良な線路:E!f ・ 線路分区，あるいは努力して成般向上いちじる

しい線路況などを表彰している。この保守状況調査を線路審査

といい，っき.のような事項をしらべている。

1 保守状態の良否 2 作業方法の良否

3 材料使用の適否 4 列車動帰状態

5 責任事政の有無 6 その他

の位111 1 m を|問題にする小さなものまであるので， 一概に論ぜ

られないが， ここでは主として 2 地点を連絡する線路の選定に

ついて記述する。

近来は全国的に地形図が普及しているから，例外なしにまず

図上で線路選定を行い，しかる後地上にこれを移し，研究する

方法が派閥されている。以前地形図のない 11寺代の線路選定はìJ{IJ

1孟の事1 1綴といわれる技術者の手によって行われ，多年の経験か

ら得た技によって，ただちに地上に線路を選定することを常と

していた。

1 線路選定の順序

線路選定の方法は， 工事計画の段階によって臭なるが， 計画

当初Jの総括的な選定に始まり ，これを基礎に極々研

究を力uえ ， j新次精度を高め， 実施の選定に終る。線

路の誕生から， 笑施までの計画段階の骨子はっき'の

ようである。

(1) 2 地点を結ぶ線路を計画して現地踏査をする。

この場合まずその線路の使命 ・ 目的に適応する線路
1 f 1 

の規絡を定め，地理調査所地形図 ーートーーのある
、 5万 \2.5万

所はこれを利用する ) を利用して， 図上選定を行い，

それにもとづいて現地を踏査する。

(2) (1)の作業から得た線路を現地に移すとともに，

付近の」地形図を作成し，これでやや詳細な図上
5-'1 

選定を行い， 線路の経過地を定めるロこの作業は( 1)

の場合より 1 歩前進したものである。

(3) (2)の作業で得た線路付近の i一一地形図を作成し，これに
2.5千

よって詳細11な図上選定をする。ここに至ってはほとんど突施計

図で， この区l上て:i芸ばれた線路は災際敷設されるものに近し、。

(4) (3)の作業から得た線路を実際に地上に設定する。この際

現地の地形 ・附~物等を勘案し， (3)て寸♀たものを多少修正しつ

つ選定設定するものであり，これで突j庖線が確定する。

線路選定は以上(1ト (4)の順序で， その全部または一部の段階

を経て行われる。

( 1ト (2)の線路選定を線路調査(技術調査)といい，普通その




